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アヴィニョン歴史地区を訪ねて

～フランスで「産業革命」ではなく「政治革命」が起こった源流とは？～
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はじめに

富士山と富岡製糸工場が登録され「世界遺産」が注目されている。これは、1972 年のユネス

コ総会で採択された「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」（世界遺産条約）に基

づき世界遺産リストに登録され、人類が共有すべき「顕著な普遍的価値」を持ち、移動不可能な

不動産等がその対象となるが、私が最も興味を持っている「世界遺産」の一つが、1995 年に登

録された南仏アヴィニョン歴史地区だ。

イギリスが、どういう国で、何故、産業革命が起こったか？は、マンチェスターを訪ねると理

解できるように、フランスがどういう国で、何故、フランスから産業革命が起こらずにフランス

革命が起こったのかを理解するには、アヴィニョンを訪ねてみることだ。

アヴィニョン歴史地区の正式登録名は、「アヴィニョンの歴史地区：法王庁宮殿、司教関連建

造物群及びアヴィニョン橋」である。アヴィニョンは、パリから約 700㎞の南部プロヴァンス・

アルプ・コートダジュール地方ヴォークリューズ県にあり、ローマ帝政時代初期に植民地となっ

たが、その後大きく発展したのは 14 世紀初め、教皇庁がローマからこの地に移されてからだ。

国王フィリップ 4 世の時代、ローマ教皇がアヴィニョンに教皇庁を移して国王の支配下に入る、

いわゆる「アヴィニョン捕囚」が起こる訳だが、このことが、その後、世界的潮流となる、封建

社会から資本主義社会・民主主義社会への移行において、産業革命発祥の地＝マンチェスターを

有するイギリスとは全く異なる近代化のプロセスを、フランスが辿ることの原点になったといえ

る。

「アヴィニョン捕囚」を契機に教皇庁にふさわしい壮大な建造物が建てられたことから、ヨー

ロッパ中の貴族、芸術家、学者も数多く訪れ、最高の芸術家、文化人が、この街に集まり、各国

の使節らによってその繁栄ぶりが世界へ伝えられた。68 年続いたアヴィニョン教皇庁時代、7

代の教皇の住まいとなった教皇宮殿は、高さ 50m の塔を 4 基持つ一大建築物だ。教皇宮殿に隣

接するノートル・ダム・デ・ドン大聖堂は、12 世紀に創建されたロマネスク様式の聖堂で、教

皇たちが増改築を行い、内部は 17 世紀になってバロック様式に改築されたとのこと。フランス

民謡「アヴィニョンの橋の上で」で有名な、12 世紀に建造されたサン・ベネゼ橋は、今も当時

の雰囲気を伝えてくれる。
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これらの歴史的建造物群の文化的価値が高く評価され、アヴィニョンは、ついに 1995 年に世

界遺産に登録されたのだ（英名：Historic Centre of Avignon：Papal Palace, Episcopal Ensemble 

and Avignon Bridge）。

ここでは、産業革命と対極にある世界遺産アヴィニョン歴史地区を訪ね、フランスとはどうい

う国なのか？何故、フランスで産業革命が起こらずにフランス革命が起こったのか？について述

べてみたい。
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アヴィニョン（Avignon）は、人口約 9 万人のフランス南東部の小都市で、ヴォクリューズ県

の県庁所在地となっている。この小さな街で、現代社会発展の中心となるヨーロッパからの人類

の歴史を変える、一大事件＝「アヴィニョン捕囚」が起こったのだった。
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現代ヨーロッパ社会を形成する三大要素をあげると、第一に「ローマ帝国」、第二に「キリス

ト教」、第三に「川」だと思われる。アヴィニョンという歴史上重要な街を形成する上での三大

要素の視点から次に述べてみたい。
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アヴィニョンの歴史は、ローマ帝国の属州ガリア・ナルボネンシス（現在の南仏プロヴァンス

地方）属領の主要都市の一つとして始まる。

ここで、ヨーロッパ社会の歴史を動かしてきた主要都市を形成する上で、最も大きな影響力を

もたらした「ローマ帝国」の歴史について要約する。

「ローマ帝国」は、元はギリシアと似た都市国家から始まった。ギリシアから多くを学び、そ

の時代に合った制度、時には、民主制を取り入れ、拡大を始め、前 272 年にイタリア統一を実

現した。ここで重要なのは、ローマという都市国家が、ギリシアの学問的知見を最も蓄積してい

たことだ。学問の力＝国力であることは、その後のローマ帝国の発展を物語っていう。前 264

年ポエニ戦争後には、地中海帝国としての存在となり、前 27 年から約二百年続く帝政ローマ期

として絶頂期を謳歌する。その後、領土の争奪が続き専制君主制の三世紀、東方重点期〔首都を

コンスタンティノーブル：今のトルコイスタンブールに置き、キリスト教を国教化した四世紀〕、

395 年以降の東西分裂期、五世紀の西ローマ帝国滅亡後の東ローマ帝国期、そして十三世紀に

ついに十字軍（1096 年から 1272 年の間にわたって聖地エルサレムのイスラム教徒からの奪回

を標榜して約十回派遣されたキリスト教徒による軍隊）によって滅亡する。一時は、復権するが、

1453 年オスマントルコによって完全に滅亡させられたのだった。ヨーロッパの主要都市は、こ

の千年以上に及ぶ「ローマ帝国」の主要都市である時代に、学問的基礎を得ることで、その後の

都市としての発展につながっていったと思われる。例えば、人類最古の工学である土木工学は、


